
令
和
四
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

高
等
学
校
　
芸
術
（
書
道
）

解
答
に
つ
い
て
の
注
意
点

１　

解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
と
記
述
式
解
答
用
紙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

２　

�

大
問
１
～
大
問
３
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
、
大
問
４
～
大
問
５
に
つ
い
て
は
、
記
述
式

解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

�

解
答
用
紙
が
配
付
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
等
を
記
入
し
、
受
験
番
号
に
対
応
す
る

数
字
を
、
鉛
筆
で
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
述
式
解
答
用
紙
は
、
全
て
の
用
紙
の
上
部
に
受
験
番
号
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

�

大
問
１
～
大
問
３
の
解
答
は
、
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
、
問
題
で
指
示
さ
れ
た
解
答
番
号
の
欄
に
あ
る
数
字

の
う
ち
一
つ
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

例
え
ば
、「
解
答
番
号
は

１

」
と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
３
」
と
解
答
す
る
場
合
は
、�

解
答
番
号
１
の
欄
に
並
ん
で
い
る
　
①
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
の
中
の
　
③
　
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

�

間
違
っ
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
以
上
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
解
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

６　

そ
の
他
、
係
員
が
注
意
し
た
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
示
が
あ
る
ま
で
中
を
あ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。



１
�　

次
の
図
版
Ａ
～
Ｅ
に
つ
い
て
、
⑴
～
⑹
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

図
版
Ａ

　

図
版
Ｂ

　

図
版
Ｃ

　

図
版
Ｄ

　

図
版
Ｅ

　

⑴�　

図
版
Ａ
に
つ
い
て
次
の
ア
、
イ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

１

　
　
　

１　

元
彦
墓
誌
銘　
　
　
　

２　

高
貞
碑　
　
　
　

３　

孟
法
師
碑　

　
　
　

４　

元
顕
儁
墓
誌
銘　
　
　

５　

九
成
宮
醴
泉
銘

　
　

イ　

図
版
Ａ
と
同
時
代
に
作
ら
れ
た
方
筆
の
書
の
作
品
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

２

　
　
　

１　

張
猛
龍
碑　
　

２　

皇
甫
誕
碑　
　

３　

天
発
神
讖
碑　
　

４　

多
宝
塔
碑　
　

５　

開
通
褒
斜
道
刻
石

　

⑵　

図
版
Ｂ
に
つ
い
て
次
の
ア
～
ウ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

３

　
　
　

１　

大
盂
鼎　
　
　

２　

泰
山
刻
石　
　
　

３　

小
臣
艅
犧
尊　
　
　

４　

石
鼓
文　
　
　

５　

石
門
頌

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅲ

　
　
　

教
育
図
書　

24
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　

光
村
図
書　

12
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ

　
　
　

教
育
出
版　

25
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ

　
　
　

教
育
出
版　

48
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
の
古
典
と
理
論　

改
訂
版

　
　
　

全
国
大
学
書
道
学
会　

光
村
図
書　

52
ペ
ー
ジ

─�1�─



　
　

イ　

図
版
Ｂ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

４

　
　
　

１　

鼎
と
し
て
は
極
め
て
大
き
な
例
で
、
銘
文
は
二
九
一
字
を
十
九
行
に
配
し
、
周
代
の
代
表
作
で
あ
る
。

　
　
　

２�　

器
は
犀
の
姿
を
し
た
尊
と
い
う
儀
式
用
の
盛
酒
器
。
王
が
巡
察
に
随
行
し
た
家
臣
に
子
安
貝
を
賜
っ
た�

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

３　

石
門
道
を
修
理
し
た
漢
の
楊
孟
文
の
功
徳
を
頌
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

４�　

秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
し
た
の
ち
、
巡
幸
し
て
各
地
に
徳
を
頌
し
た
石
碑
を
残
し
た
。
李
斯
の
書
と

い
わ
れ
る
。

　
　
　

５　

唐
代
初
期
に
陝
西
省
で
発
見
さ
れ
た
刻
石
で
、
王
の
狩
猟
に
関
す
る
事
柄
が
大
篆
で
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ウ　

左
の
図
版
は
、
図
版
Ｂ
を
臨
書
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
筆
者
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

解
答
番
号
は

５

　
　
　

１　

伊
秉
綬　
　
　

２　

鄧
石
如　
　
　

３　

呉
昌
碩　
　
　

４　

徐
三
庚　
　
　

５　

趙
之
謙

　

⑶�　

図
版
Ｃ
に
つ
い
て
次
の
ア
～
ウ
の
問
い
に
答
え
よ
。　

　
　

ア　

作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

　
　
　

１　

薦
季
直
表　
　
　

２　

西
狭
頌　
　
　

３　

爨
宝
子
碑　
　
　

４　

谷
朗
碑　
　
　

５　

玄
秘
塔
碑

　
　

イ　

筆
者
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

７

　
　
　

１　

柳
公
権　
　
　

２　

王
献
之　
　
　

３　

鍾
繇　
　
　

４　

懐
仁　
　
　

５　

仇
靖

　
　

ウ　

図
版
Ｃ
の
筆
者
の
作
品
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

８

　
　
　

１　

道
因
法
師
碑　
　

２　

平
復
帖　
　

３　

洛
神
賦
十
三
行　
　

４　

美
人
董
氏
墓
誌
銘　
　

５　

宣
示
表

　

⑷�　

図
版
Ｄ
に
つ
い
て
次
の
ア
～
ウ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

９

　
　
　

１　

書
譜　
　
　

２　

真
草
千
字
文　
　
　

３　

草
書
孝
経　
　
　

４　

白
氏
詩
巻　
　
　

５　

楽
毅
論　
　

　
　

イ　

筆
者
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

　
　
　

１　

智
永　
　
　

２　

孫
過
庭　
　
　

３　

藤
原
行
成　
　
　

４　

光
明
皇
后　
　
　

５　

賀
知
章

　
　

ウ　

図
版
Ｄ
の
草
書
を
楷
書
で
書
き
換
え
た
場
合
、
正
し
い
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

解
答
番
号
は

11

　
　
　

１　

山
未
不
入
以
子
処
之
豪
翰
絶
右　
　
　
　
　

２　

山
未
不
入
以
子
発
之
高
水
翰
絶
右

　
　
　

３　

参
不
入
以
子
敬
之
豪
翰
殆
右　
　
　
　
　
　

４　

参
不
入
以
子
所
之
義
翰
絶
右

　
　
　

５　

参
不
入
以
子
故
之
義
翰
殆
右

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　

光
村
図
書

　
　
　

15
ペ
ー
ジ

─�2�─



　

⑸　

図
版
Ｅ
に
つ
い
て
次
の
ア
、
イ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

成
立
年
代
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

　
　
　

１　

北
魏　
　
　

２　

後
漢　
　
　

３　

東
晋　
　
　

４　

三
国　
　
　

５　

秦

　
　

イ　

（　
　

）
に
入
る
適
切
な
語
句
の
組
合
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

解
答
番
号
は

13

　
　
　

�　

図
版
Ｅ
の
碑
は
山
東
省
曲
阜
の
孔
子
廟
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、書
体
は（　

①　

）の
先
駆
で
あ
る
。
ま
た
、

（　

②　

）、
史
晨
碑
と
併
せ
て
「
孔
廟
三
碑
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
　
　

１　

①　

八
分　
　

②　

曹
全
碑　
　
　
　
　
　
　
　

２　

①　

古
隷　
　

②　

張
遷
碑　
　
　

　
　
　

３　

①　

八
分　
　

②　

爨
龍
顔
碑　
　
　
　
　
　
　

４　

①　

古
隷　
　

②　

爨
宝
子
碑

　
　
　

５　

①　

八
分　
　

②　

礼
器
碑

　

⑹�　

図
版
Ａ
～
Ｅ
を
時
代
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
た
と
き
、
三
番
め
に
く
る
作
品
の
図
版
は
ど
れ
か
、
１
～
５

か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

14

　
　
　

１　

Ａ　
　
　
　

２　

Ｂ　
　
　

３　

Ｃ　
　
　
　

４　

Ｄ　
　
　
　

５　

Ｅ

２

�　

次
の
⑴
～
⑷
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

⑴�　

次
の
文
は
あ
る
人
物
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
次
の
ア
～
ウ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

�　

中
国
、
初
唐
の
書
家
、
学
者
。
は
じ
め
隋
に
仕
え
、
唐
の
高
祖
か
ら
も
官
職
に
抜
擢
さ
れ
、
二
代
皇
帝
太
宗
の

下
で
は
宮
廷
内
の
教
育
係
と
し
て
書
の
指
導
に
も
当
た
っ
た
。
太
宗
が
命
じ
て
建
立
さ
せ
た
記
念
碑
の
書
は

七
十
六
歳
の
時
の
も
の
で
、
そ
の
書
法
は
「
楷
法
の
極
則
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ア　

誰
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
か
、
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

　
　
　

１　

虞
世
南　
　
　

２　

王
羲
之　
　
　

３　

顔
真
卿　
　
　

４　

欧
陽
詢　
　
　

５　

褚
遂
良

　
　

イ　

こ
の
人
物
の
作
品
の
組
合
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

　
　
　

１　

仲
尼
夢
奠
帖
・
化
度
寺
碑
・
房
玄
謙
碑

　
　
　

２　

蘭
亭
序
・
洛
神
賦
十
三
行
・
十
七
帖

　
　
　

３　

九
成
宮
醴
泉
銘
・
枯
樹
賦
・
温
泉
銘

　
　
　

４　

孟
法
師
碑
・
雁
塔
聖
教
序
・
伊
闕
仏
龕
碑

　
　
　

５　

麻
姑
仙
壇
記
・
自
書
告
身
・
顔
氏
家
廟
碑

─�3�─



　

⑵�　

次
の
ア
、
イ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア�　

次
の
Ａ
～
Ｅ
の
図
版
は
宋
の
四
大
家
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
作
品
で
あ
る
が
、
後
に
示
す
①
～
⑤
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
正
し
い
説
明
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

17

　
　

図
版
Ａ�

図
版
Ｄ

　
　

図
版
Ｂ�

図
版
Ｅ

図
版
Ｃ

　
　

①　

宋
の
四
大
家
と
は
、
蘇
軾
、
米
芾
、
黄
庭
堅
、
趙
孟
頫
の
こ
と
を
い
う
。

　
　

②　

図
版
Ａ
は
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
で
あ
る
が
、
そ
の
跋
文
も
有
名
で
、
図
版
Ｂ
の
筆
者
が
書
い
て
い
る
。

　
　

③　

図
版
Ｃ
と
図
版
Ｅ
は
同
じ
筆
者
の
作
品
で
あ
る
。

　
　

④　

図
版
Ｃ
の
筆
者
の
作
品
は
こ
の
他
に
「
苕
渓
詩
巻
」
や
「
伏
波
神
祠
詩
巻
」
な
ど
が
あ
る
。

　
　

⑤　

図
版
Ｄ
の
筆
者
は
蘇
軾
で
あ
る
。

　
　
　

１　

①　
⑤　
　
　

２　

②　
③　
　
　

３　

③　
④　
　
　

４　

②　
③　
④　
　
　

５　

②　
④　
⑤

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　

光
村
図
書

　
　
　

36
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅱ

　
　
　

教
育
出
版

　
　
　

巻
頭
図
版

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　

光
村
図
書

　
　
　

36
ペ
ー
ジ
か
ら
37
ペ
ー
ジ
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅲ

　
　
　

教
育
出
版

　
　
　

21
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
図
版
Ｃ　

書
の
古
典
と
理
論　

改
訂
版

　
　
　

全
国
大
学
書
道
学
会　

光
村
図
書

　
　
　

56
ペ
ー
ジ

─�4�─



　
　

イ　

次
の
文
の
（　
　

）
内
に
入
る
作
品
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

解
答
番
号
は

18

　
　
　

�　

龍
門
石
窟
の
古
陽
洞
に
刻
さ
れ
た
造
像
記
の
う
ち
、
書
法
の
す
ぐ
れ
た
も
の
二
十
点
を
選
ん
で
龍
門
二
十
品

と
称
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
す
ぐ
れ
た
（　
　
　
　
　
　
　

）
の
四
つ
の
造
像
記
を
龍
門
四
品
と
い
う
。

　
　
　

１　

鄭
長
猷
造
像
記　
　
　

孫
秋
生
造
像
記　
　
　

始
平
公
造
像
記　
　
　

牛
橛
造
像
記

　
　
　

２　

始
平
公
造
像
記　
　
　

楊
大
眼
造
像
記　
　
　

魏
霊
蔵
造
像
記　
　
　

孫
秋
生
造
像
記

　
　
　

３　

魏
霊
蔵
造
像
記　
　
　

楊
大
眼
造
像
記　
　
　

賀
蘭
汗
造
像
記　
　
　

牛
橛
造
像
記

　
　
　

４　

始
平
公
造
像
記　
　
　

鄭
長
猷
造
像
記　
　
　

楊
大
眼
造
像
記　
　
　

魏
霊
蔵
造
像
記

　
　
　

５　

孫
秋
生
造
像
記　
　
　

賀
蘭
汗
造
像
記　
　
　

鄭
長
猷
造
像
記　
　
　

牛
橛
造
像
記

　

⑶　

次
の
図
版
に
つ
い
て
ア
～
ウ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

　
　
　

１　

風
信
帖　
　

２　

真
草
千
字
文　
　

３　

光
定
戒
牒　
　

４　

伊
都
内
親
王
願
文　
　

５　

久
隔
帖

　
　

イ　

筆
者
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

　
　
　

１　

小
野
道
風　
　
　

２　

最
澄　
　
　

３　

嵯
峨
天
皇　
　
　

４　

空
海　
　
　

５　

藤
原
行
成

　
　

ウ　

図
版
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

21

　
　
　

１�　

最
澄
の
弟
子
光
定
が
比
叡
山
の
戒
壇
の
設
立
に
奔
走
し
た
功
績
を
称
え
、
光
定
の
戒
牒
を
天
皇
が
自
ら�

認
め
た
も
の
。

　
　
　

２　

図
版
は
手
紙
三
通
の
一
通
め
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
通
は
忽
恵
帖
、
第
三
通
は
忽
披
帖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　

３　

最
澄
に
宛
て
た
手
紙
。
中
国
か
ら
帰
国
し
た
後
の
書
。

　
　
　

４　

高
雄
の
空
海
の
も
と
に
あ
っ
た
門
弟
の
泰
範
に
宛
て
た
手
紙
。

　
　
　

５　

生
母
藤
原
平
子
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
山
階
寺
に
墾
田
十
六
町
ほ
か
を
寄
進
し
た
際
の
願
文
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ

　
　
　

教
育
図
書　

48
ペ
ー
ジ
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⑷　

次
の
図
版
に
つ
い
て
ア
～
ウ
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

ア　

作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

22

　
　
　

１　

藍
紙
本
万
葉
集　
　
　

２　

針
切　
　
　

３　

元
永
本
古
今
和
歌
集　
　
　

４　

香
紙
切

　
　
　

５　

本
阿
弥
切
本
古
今
和
歌
集

　
　

イ　

伝
承
筆
者
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

23

　
　
　

１　

西
行　
　
　

２　

藤
原
定
家　
　
　

３　

小
大
君　
　
　

４　

源
俊
頼　
　
　

５　

藤
原
伊
房

　
　

ウ�　

次
の
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
図
版
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
正
し
い
説
明
の
組
合
せ
を

１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

24

　
　
　

①　

伝
承
筆
者
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
。

　
　
　

②　

こ
の
作
品
は
、
完
本
の
伝
わ
ら
な
い
散
逸
歌
集
を
書
写
し
た
古
筆
切
で
あ
る
。

　
　
　

③　

防
虫
効
果
も
あ
る
丁
子
で
染
め
た
料
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

④　

紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
重
ね
た
も
の
を
、
絹
の
撚
り
糸
で
綴
じ
た
大
和
綴
の
冊
子
本
で
あ
る
。

　
　
　

⑤　

か
つ
て
光
悦
が
愛
蔵
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
。

　
　
　

１　

②　
④

　
　
　

２　

④　
⑤

　
　
　

３　

①　
②　
③

　
　
　

４　

①　
②　
⑤

　
　
　

５　

①　
③　
④

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
日
本
名
筆
選
24　

小
島
切　

香
紙
切

　
　
　

二
玄
社

　
　
　

34
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ー
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３
�　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
三
月
告
示
）
第
２
章　

第
７
節　

芸
術　

第
２
款　

第
10　

書
道
Ⅰ

に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
　

問
い�　

次
の

A
～
D
は
、
書
道
Ⅰ
の
「
３　

内
容
の
取
扱
い
」
で
あ
る
。
傍
線
部
①
～
⑯
の
う
ち
、

い
く
つ
か
は
誤
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
い
も
の
を
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
×
と
し
た
と
き
、

A
～
D
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
、
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　
　

�　

な
お
、

A
～
D
の
「
Ａ
表
現
」
の
⑴
、
⑵
及
び
⑶
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
漢
字
仮
名�

交
じ
り
の
書
」、「
漢
字
の
書
」
及
び
「
仮
名
の
書
」
を
さ
し
て
い
る
。

　

A
⑴�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
活
動
の
み
に
偏
ら
な
い

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
①、「

漢
字
の
書
」
及
び
「
仮
名
の
書
」
相
互
の
関
連
を
図
る
も
の
と
す
る
。

⑵�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
⑴
、
⑵
及
び
⑶
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
、
イ
及
び
ウ
の
各
事
項
を
、�

「
Ｂ
鑑
賞
」
の
⑴
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
ア
及
び
イ
の
各
事
項
を
適
切
に
関
連
さ
せ
て
指
導
す
る
。

⑶�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
⑴
に
つ
い
て
は
漢
字
は②
楷
書
、
行
書
及
び
草
書
、
仮
名
は③
平
仮
名
及
び
片
仮
名
、

⑵
に
つ
い
て
は
楷
書
及
び
行
書
、⑶
に
つ
い
て
は
平
仮
名
、片
仮
名
及
び
変
体
仮
名
を
扱
う
も
の
と
し
、ま
た
、

⑵
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
特
性
等
を
考
慮
し
④、隷

書
及
び
篆
書
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
　

解
答
番
号
は

25

　
　
　

１　

①　
○　
　

②　
×　
　

③　
○　
　

④　
○

　
　
　

２　

①　
×　
　

②　
○　
　

③　
○　
　

④　
×

　
　
　

３　

①　
×　
　

②　
×　
　

③　
×　
　

④　
×

　
　
　

４　

①　
○　
　

②　
○　
　

③　
×　
　

④　
○

　
　
　

５　

①　
×　
　

②　
×　
　

③　
○　
　

④　
×

─�7�─



　

B
⑷�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
⑵
及
び
⑶
に
つ
い
て
は
⑤、臨

書
及
び
創
作
を
通
し
て
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。

⑸�　

内
容
の
〔
共
通
事
項
〕
は
⑥、臨

書
及
び
創
作
の
学
習
に
お
い
て
共
通
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
で
あ
り
、

「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
と
併
せ
て
、
十
分
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
。

⑹�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
⑦、大

筆
、
小
筆
等
を
扱
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

⑺�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
中
学
校
国
語
科
の
書
写
と
の
関
連
を
十
分
に
考
慮
す
る
と

と
も
に
、
高
等
学
校
国
語
科
と
の
関
連
を
図
り
、
学
習
の
成
果
を⑧
国
語
科
の
授
業
に
生
か
す
視
点
か
ら
、�

目
的
や
用
途
に
応
じ
て
、
硬
筆
も
取
り
上
げ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

解
答
番
号
は

26

　
　
　

１　

⑤　
×　
　

⑥　
×　
　

⑦　
○　
　

⑧　
×　
　

　
　
　

２　

⑤　
○　
　

⑥　
×　
　

⑦　
×　
　

⑧　
×

　
　
　

３　

⑤　
×　
　

⑥　
○　
　

⑦　
○　
　

⑧　
×

　
　
　

４　

⑤　
○　
　

⑥　
○　
　

⑦　
×　
　

⑧　
○

　
　
　

５　

⑤　
○　
　

⑥　
×　
　

⑦　
○　
　

⑧　
○

　

C
⑻�　

内
容
の
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
⑴
の
イ
の
ウ
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
⑨、

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
成
立
に
つ
い
て�

取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。

⑼�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
⑩、理

解
力
、
技
術
力
、
創
造
力
の
育
成
を

図
る
た
め
、
芸
術
科
書
道
の
特
質
に
応
じ
た⑪グ
ル
ー
プ
活
動
を
適
切
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
を
工
夫

す
る
。
な
お
、
内
容
の
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
作
品
に
つ
い
て⑫自
分
な
り
に
批
評
す
る
活
動

な
ど
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　

解
答
番
号
は

27

　
　
　

１　

⑨　
×　
　

⑩　
○　
　

⑪　
×　
　

⑫　
○　
　

　
　
　

２　

⑨　
○　
　

⑩　
×　
　

⑪　
×　
　

⑫　
○

　
　
　

３　

⑨　
×　
　

⑩　
○　
　

⑪　
○　
　

⑫　
×

　
　
　

４　

⑨　
○　
　

⑩　
×　
　

⑪　
×　
　

⑫　
×

　
　
　

５　

⑨　
×　
　

⑩　
○　
　

⑪　
○　
　

⑫　
○

─�8�─



　

D
⑽�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
書
道
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
が

⑬文
字
や
書
と
生
活
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る
。

⑾�　

自
己
や
他
者
の
著
作
物
及
び
そ
れ
ら
の⑭
著
作
者
の
創
造
性
を
尊
重
す
る
態
度
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
、
書
に
関
す
る⑮肖
像
権
に
つ
い
て
触
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
態
度
の
形
成
が
、

⑯書
の
伝
統
と
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
よ
う
配
慮
す
る
。

　
　
　

解
答
番
号
は

28

　
　
　

１　

⑬　
○　
　

⑭　
×　
　

⑮　
×　
　

⑯　
×

　
　
　

２　

⑬　
○　
　

⑭　
×　
　

⑮　
○　
　

⑯　
○

　
　
　

３　

⑬　
○　
　

⑭　
○　
　

⑮　
×　
　

⑯　
○

　
　
　

４　

⑬　
×　
　

⑭　
○　
　

⑮　
×　
　

⑯　
×

　
　
　

５　

⑬　
×　
　

⑭　
○　
　

⑮　
○　
　

⑯　
○

４

�　

次
の
⑴
～
⑷
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

⑴�　

次
の
図
版
の
全
文
を
、
小
学
校
国
語
科
書
写
で
表
記
す
る
平
仮
名
で
書
け
。
併
せ
て
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は

そ
の
平
仮
名
の
下
に
（　
　
　

）
を
つ
け
て
原
字
を
楷
書
で
書
け
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
日
本
名
筆
選
12　

寸
松
庵
色
紙

　
　
　

二
玄
社

　
　
　

23
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⑵�　

次
の
印
影
の
図
版
ア
、
イ
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
楷
書
で
書
け
。

ア　

イ　

　

⑶�　

次
の
図
版
の
篆
書
を
す
べ
て
楷
書
で
書
け
。

　

⑷　

次
の
ア
～
カ
の
文
の
（　

①　

）
～
（　

⑯　

）
に
入
る
適
切
な
語
句
を
、
漢
字
で
書
け
。

　
　

ア�　

落
款
と
は
、（　

①　

）
を
省
略
し
た
語
で
、
署
名
・
捺
印
な
ど
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
書
画
の�

初
め
に
作
品
の
右
上
に
押
す
印
を
引
首
印
又
は
（　

②　

）
と
い
う
。

　
　

イ�　

篆
書
に
は
、秦
の
始
皇
帝
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
（　

③　

）
の
ほ
か
、青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た
（　

④　

）、

牛
の
骨
等
に
刻
ま
れ
た
（　

⑤　

）
な
ど
が
あ
る
。

　
　

ウ�　

書
法
に
は
布
置
章
法
や
用
筆
法
の
他
、
点
画
の
間
の
取
り
方
と
字
形
の
ま
と
め
方
を
い
う
（　

⑥　

）
な
ど

が
あ
る
。

　
　

エ�　

腕
の
構
え
方
（
腕
法
）
に
は
、
提
腕
法
、（　

⑦　

）、（　

⑧　

）
が
あ
る
。
ま
た
、
廻
腕
法
と
い
う
特
殊

な
腕
法
も
あ
る
。

　
　

オ�　

王
羲
之
は
、
永
和
九
年
三
月
三
日
、
会
稽
山
陰
に
江
南
の
名
士
四
十
一
人
を
招
き
、
禊
の
儀
式
を
行
い
、�

曲
水
の
宴
を
催
し
た
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
詩
に
自
ら
書
い
た
序
文
が
「（　

⑨　

）」
で
あ
る
。
そ
の
真
跡
は
唐

の
（　

⑩　

）
皇
帝
の
所
有
と
な
っ
た
。
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
「　

⑨　

」
で
、
唐
代
の
馮
承
素
の
摸
書
を�

「（　

⑪　

）」
と
い
う
。
他
に
、
虞
世
南
臨
の
「（　

⑫　

）」、
褚
遂
良
臨
の
「
褚
模
本
」、
欧
陽
詢
臨
の�

「（　

⑬　

）」
が
あ
る
。

　
　

カ�　

小
野
道
風
は
、
藤
原
行
成
、（　

⑭　

）
と
と
も
に
三
跡
（
三
蹟
）
と
称
さ
れ
、
和
様
書
道
の
基
礎
を
築
い

た
人
と
し
て
名
高
い
。
道
風
の
漢
字
作
品
を
一
つ
挙
げ
る
と
「（　

⑮　

）」
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
筆
跡
を�

（　

⑯　

）
と
い
う
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅲ

　
　
　

教
育
図
書

　
　
　

48
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、　

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
の
古
典
と
理
論　

改
訂
版

　
　
　

全
国
大
学
書
道
学
会

　
　
　

光
村
図
書　

66
ペ
ー
ジ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　

光
村
図
書　

13
ペ
ー
ジ
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５
�　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
三
月
告
示
）
に
つ
い
て
、
次
の
（
１
）、（
２
）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

⑴�　

次
の

A
は
、「
第
２
章　

第
７
節　

芸
術　

第
２
款　

第
10　

書
道
Ⅰ　

１　

目
標
」
で
あ
る
。�

A
に
示
す
⑴
～
⑶
で
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
か
、
解
答
欄
の
（　
　
　
　

）

に
入
る
適
切
な
語
句
を
そ
れ
ぞ
れ
書
け
。
但
し
、「
第
１
章　

総
則　

第
１
款　

高
等
学
校
教
育
の
基
本
と
教
育

課
程
の
役
割
」
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
用
い
て
書
く
こ
と
。

　

A
１　

目
標

　

書
道
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
書
に
関
す
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
生
活
や
社
会
の
中
の
文
字
や
書
、

書
の
伝
統
と
文
化
と
幅
広
く
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

⑴�　

書
の
表
現
の
方
法
や
形
式
、
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
書
写
能
力
の
向
上
を

図
り
、
書
の
伝
統
に
基
づ
き
、
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　

⑵�　

書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
、
意
図
に
基
づ
い
て
構
想
し
表
現
を
工
夫
し
た
り
、
作
品
や
書
の
伝
統
と

文
化
の
意
味
や
価
値
を
考
え
、
書
の
美
を
味
わ
い
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

⑶�　

主
体
的
に
書
の
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
、
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
む
と
と
も
に
、

感
性
を
高
め
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
親
し
み
、
書
を
通
し
て
心
豊
か
な
生
活
や
社
会
を
創
造
し
て
い
く�

態
度
を
養
う
。

　

⑵�　

次
の

B
は
、「
第
２
章　

第
７
節　

芸
術　

第
３
款　

各
科
目
に
わ
た
る
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容

の
取
扱
い
」
の
抜
粋
で
あ
る
。
書
道
Ⅰ
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」
の
学
習
に
お
い
て
、
⑴
の
事
項
に
配
慮
し
て

１
人
１
台
端
末
を
活
用
す
る
と
き
、
具
体
の
取
組
み
を
四
つ
挙
げ
、
そ
れ
に
よ
り
期
待
で
き
る
学
習
効
果
を
そ
れ

ぞ
れ
書
け
。

　

B
２　

内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　

⑴�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
及
び
「
Ｂ
鑑
賞
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、（･･･

中
略･･･

）
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
学
習
の
充
実
を
図
り
、
生
徒
が

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
。

─�11�─







校種 書道

解答
番号

正答
番号

解答
番号

正答
番号

解答
番号

正答
番号

1 2 11 3 21 3

2 1 12 2 22 4

3 4 13 5 23 3

4 5 14 3 24 3

5 3 15 4 25 5

6 1 16 1 26 2

7 3 17 2 27 4

8 5 18 2 28 3

9 1 19 1

10 2 20 4

令和４年度大阪府公立学校教員採用選考テスト

三次選考択一問題の正答について

高等学校 教科・科目



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４ 

  

             

 

       

  

          

（１）  

 

み
つ
ね
（
年
） 

 

み
ち
し
（
志
）
ら
は
た
つ
ね
（
年
）
も
（
毛
） 

ゆ
（
遊
）
か
（
可
）
む
も
み
ち
は
（
盤
）
を
ぬ
さ

（
佐
）
と
た
む
（
无
）
け
（
介
）
て
（
弖
・
天

）
あ

き
は
（
盤
）
い
に
（
尓
）
け
（
介
）
り
（
利
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

／ 

（２）  

ア 

 

   

 

 

 

 

 

／  

老 

鈍 
／ 

イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／  

 

鄧 
石 
如 
字 
頑 
伯 

 

／ 

（３）  

慎
言
節
飲
食
知 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

／ 

（
４
枚
の
う
ち
１
） 

受験番号  

得点  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４ 

（
続
き
） 

 

                                 

（４） 

オ エ ウ イ ア 

⑬ ⑪ ⑨ ⑦ ⑥ ⑤ ③ ① 

定
武
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

神
龍
半
印
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

蘭
亭
序
（
蘭
亭
叙
で

も
可
） 
 

 
 

 
 

／ 

懸
腕
法
（
⑦
⑧
は
入
替

え
可
） 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

間
架
結
構
法
（
結
構

法
、
結
体
法
で
も
可
） 

／ 

甲
骨
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

小
篆
（
秦
篆
で
も

可
） 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

落
成
款
識 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 
 ⑫ ⑩ ⑧   

 

 ④ ② 

張
金
界
奴
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

太
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

枕
腕
法
（
⑦
⑧
は
入
替

え
可
） 

 
 

 
 

 
 

 

／ 
 

 

金
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

関
防
印
（
冠
帽
印
で

も
可
） 

 
 

 
 

 

／ 

（
４
枚
の
う
ち
２
） 

受験番号  



令
和
四
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

 

４ 

（４）
（
続
き
） 

          

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（４） 

カ 

⑯ ⑭ 

野
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

／ 

藤
原
佐
理 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

／ 

 ⑮ 

屏
風
土
代
・
三
体
白
氏
詩

巻
・
智
証
大
師
諡
号
勅
書
・

玉
泉
帖 

 

な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 

５ 
 

（１）  

⑶  ⑵  ⑴  

（
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

）
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

涵
養
す
る
こ
と 

／ 

（
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

）
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

育
成
す
る
こ
と 

／ 

（
知
識
及
び
技
能 

 
 

 
 

 
 

）
が 

 
 

 
 

習
得
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

／ 

受験番号  

（
４
枚
の
う
ち
３
） 

得点  



令
和
四
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

  

（２）  

学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
活

用
し
、
各
自
の
完
成
作

品
を
即
時
に
共
有
し
、

生
徒
間
の
意
見
交
換
、

相
互
批
評
を
す
る
。 

自
身
の
制
作
過
程
の
動

画
を
撮
影
し
、
他
者
と

共
有
し
、
相
互
評
価
す

る
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、
題
材
選
び
や

著
作
権
等
に
つ
い
て
調

べ
学
習
を
す
る
。 

自
身
の
作
品
の
写
真
を

撮
り
、
記
録
、
蓄
積
す

る
。 

具
体
の
取
組
み 

互
い
の
作
品
を
鑑
賞
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、
主
体
的
に
他
者
の
作

品
の
よ
さ
を
学
ぶ
。 

ま
た
、
他
者
と
対
話
す
る
こ
と
に

よ
り
他
者
の
技
法
や
工
夫
を
理

解
し
、
自
己
の
作
品
づ
く
り
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
。 

運
筆
・
線
質(

遅
速
・
緩
急
・ 

抑

揚
・
呼
応
等)

へ
の
理
解
を
、
生
徒

が
主
体
的
、
対
話
的
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
。 

題
材
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
探

す
こ
と
に
よ
り
、
作
品
づ
く
り
の

イ
メ
ー
ジ
や
表
現
方
法
を
考
え
、

学
び
に
向
か
う
態
度
を
養
う
。 

ま
た
、
著
作
権
に
つ
い
て
調
べ
る

こ
と
に
よ
り
、
情
報
モ
ラ
ル
が
身

に
つ
く
。 

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
学
習

成
果
や
変
容
の
比
較
・
検
証
に
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
。 

期
待
で
き
る
学
習
効
果 

受験番号  

（
４
枚
の
う
ち
４
） 

５
（
続
き
） 


